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３．３ ＣＲＥＤＡＳについて 

「建設リサイクルデータ統合システム」（通称ＣＲＥＤＡＳ）※１とは、「資源の有効な利

用の促進に関する法律」（ラージリサイクル法）※２および「建設工事に係る資材の再資源

化等に関する法律」（建設リサイクル法）※３により義務づけられている書類の作成を電算

上で行うことによって、記入負担の軽減等を図るとともに、国土交通省が実施している建

設副産物実態調査を効率的に行い、速やかにリサイクル推進のフォローアップに資するこ

とを目的として開発されたシステムです。 

「ＣＲＥＤＡＳ入力システム」は公開が終了しておりますが、本システムでは、「ＣＲＥＤ

ＡＳ入力システム」と同等の「建設リサイクル関連様式の登録」機能を搭載しております。 

建設リサイクル関連様式の登録機能では、以下の様式のデータ入力に対応しています。 

 

・ 再生資源利用［促進］計画書（実施書）－建設リサイクルガイドライン様式－ 

 

   ※１ 国土交通省が提供していたシステムであり、平成 30年 3月 31日に廃止されまし

た。 

※2 「資源の有効な利用の促進に関する法律」に基づく国土交通省令では、発注者から直

接建設工事を請け負った建設工事事業者は、一定規模以上の工事について、あらか

じめ再生資源利用計画および再生資源利用促進計画を作成し、建設工事完成後、そ

の実績を記録するとともに一定期間保存することとされています。 

※3 「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（建設リサイクル法）では、対象

建設工事について、発注者による都道府県知事への工事の事前届出（公共工事の場

合は通知）を義務付けています。 

 

【工事概要 登録画面】 

 

  

『情報交換のための特定建設資

材等の登録』を登録するときは、

このボタンをクリックします。 

『建設リサイクル関連様式の登

録』を登録するときは、このボタ

ンをクリックします。 
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（１）建設副産物情報交換システムと建設リサイクル関連様式の登録機能について 

本システム（副産物システム）と本システムに搭載されている建設リサイクル関連様式

の登録機能の関係を下図に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

：排出事業者が利用可能な機能 

建設リサイクル関連様式の登録 

（登録機能） 

工事概要 

情報交換のための特定建設資材等の登録 

（登録機能） 

再生資材利用、建設副産物搬出を行う工事情報の登録 

（工事発注者、請負会社情報、工事名、工期 等） 

建設発生土の搬出先計画制度に伴う「確認結果票」及び「土壌汚染

対策法等の確認における工区等を示した図面等」のファイル添付 

再生資材利用、建設副産物搬出を行う工事情報の登録 

建設資材利用、建設副産物搬出を行う工事情報の登録 

工事情報検索機能（道のり検索）／（文字検索） 

 

施設情報検索機能（道のり検索）／（文字検索） 

 

（検索機能） 

情
報
交
換
の
た
め
の
特
定
建
設
資
材
等
の
登
録 

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
関
連
様
式
の
登
録 

建設リサイクル法等の提出書類の作成機能 

（作成機能） 

各種作成書類 

・再生資源利用［促進］計画書（実施書） 

－建設リサイクルガイドライン様式－ 

・再生資源利用［促進］計画書 

－現場掲示用－ 

提出用ファイル作成機能 

・提出用ファイル（建設副産物実態調査等で使用） 

調査価格情報・公開範囲の登録 

工事発注者が独自に調査した処理業者の受入価格情報の登録 

調査価格情報の検索（道のり検索）／（文字検索） 

 

排出事業者が登録した工事情報の検索 

処理業者が登録した施設情報の検索 

工事発注者が登録した調査価格情報の検索 

共
通 

建設リサイクル関連様式の登録情報の集計機能 

（集計機能） 

排出事業者が自ら登録した工事の集計 

地図検索機能（工事・施設検索） 

 工事情報、処理施設情報の地図上での検索 


